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開_(N!!:I_ _: _N ~_~i_Q!!~I_民主ituLe--ofbl号not県h!l_QJ~gy)ー 査と誌ー立
す~9一計周が発.表された。この研究所が設立されるのは、
保健・医療分野からエネルギ一、コンヒ。ュータテクノロ










































































































基盤とした経済成長には FDI(Foreign Direct 
Investment =海外からの直接投資)が非常に重要であ
ると認識を持っており、オタワでのノキア、アルカテル、
カルガリーでの IBM等大企業だけでなく、ベンチャー
においても多くの海外からの研究開発投資を呼んでい
る。また政府の研究においても海外とのパートナーシッ
プ、アライアンスを重視している。そしてその研究成果
を投資国だけの成果とするのではなく、自国の資産と
する基盤が出来上がっているのである。
日本においても海各企.2~班~J開発投資， ，優愛な.
研寛章宣車引込ーみど?_2~_成暴_~~旦本i主主ら~6必漬弘.さ
ら~l;f主日.率良研ー究ー者-O)処遇'_LA.封貰成.Îì!U;おlY_~_1"~も
1:zz-.と.な豆主豆な仕.組長.ゴ三型企?史~_0_tk盈のではな
いかと考えられる。
またナレッジ・クリエーション(知の創造)の活性化のよう
な議論は、日本のノーベル賞受賞者増議論の参考に
もなると思われる。
21 
